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本検証会は、ＥＢＰＭの更なる推進を図ることを目的として開催し、計2回にわたり、厚生

労働省におけるEBPMの推進に係る取組について外部有識者による検証を行った

検証結果取りまとめ（案） ＞ 検証事項等

1. 行政事業レビューシートの点検・助言

• 全ての行政事業レビューシートについて、「現状と課題」欄

におけるデータの記載や長期アウトカムの適切な設定状況

を、 生成ＡＩも活用しながら職員による簡易チェックを行う

• 対象事業（108事業）の行政事業レビューシートの記載内

容について、委託業者による詳細なチェックを行った

2. 効果検証等

• 令和4・5年度のＥＢＰＭ実践事業から選定された10事業

について、専門的立場からコメントするとともに、そのうち、

次年度以降に検証予定の３事業について、データの取得や

事業の実施状況等の取組状況を確認した

• ２事業について、効果検証を行った

3. その他EBPMの取組

• EBPMよろず相談所を開設し、職員からの相談に対応を

するとともに、職員を対象としたEBPM研修を実施した

4. 今後の取組

• 政府の取組方針を踏まえながら、行政事業レビューシート

の確認や効果検証等の取組を実施する

厚生労働省の主な取組

1. 行政事業レビューシートの点検・助言に係る検証

• 全ての行政事業レビューシートについて、生成AIを活用し

た簡易チェックの方法等の検証を行う

• 対象事業（108事業）について、行政事業レビューシートの

点検・助言等の検証を行う

2. 効果検証等に係る検証

• 過年度のEBPM実践事業から選定された対象事業につい

て、その取組状況に係るフォローアップの検証を行う

• 過年度のEBPM実践事業から選定された対象事業につい

て、分析手法や分析結果の解釈等の検証を行う

3. その他EBPMの取組に係る検証

• その他のEBPMの取組について、実施方法や取組内容等

の検証を行う

4. 今後の取組について

• 令和6年度の取組内容を踏まえ、令和7年度のEBPMの実

践について検証を行う

5. その他EBPMの取組に関する全体スキームに係る検証

検証事項
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本検証会は、ＥＢＰＭの更なる推進を図ることを目的として開催し、計2回にわたり、厚生

労働省におけるEBPMの推進に係る取組について外部有識者による検証を行った

検証結果取りまとめ（案） ＞ 検証結果

検証結果

1. 行政事業レビューシートの点検・助言に係る検証

• ●●●

2. 効果検証等に係る検証

• 重点フォローアップ事業への支援・助言について、事業

の実施状況やデータ取得状況を踏まえながら適切な助

言を行っており、概ね妥当である

• 効果検証対象事業の取組状況・結果について、取得した

データの制約等も踏まえながら、適切な手法を用いて分

析しており、概ね妥当である

3. その他EBPMの取組に係る検証

• ●●●

4. 今後の取組

• ●●●
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行政事業レビューシートの点検・助言及び効果検証等に係る課題は以下のとおりであり、

来年度以降、対応を検討する

検証結果取りまとめ（案） ＞ 今後の課題

 検証に向けたフォロー

• リサーチデザインを事前に設計していることを踏まえ、設計に変

更が生じた際には、適切な代替案を提示・検討するなど、担当部

局に対して、効果検証に向けたデータ取得等を継続的に支援す

ることが望ましい

 背景・文脈の把握

• 政策を評価する上で、その目的や内容、制度変更を行った要因

等、背景となる情報を収集した上で、分析結果を整理・解釈する

ことが望ましい

 前向き検証の実践

• 実施上のコストが生じないようなやり方で、厚生労働省の事業の

中から、試行的にRCT（ランダム化比較試験）等の「前向き検証」

を行うことを検討することが望ましい

 コスト観点からの分析

• 政策の実装を踏まえると、各政策を実施する上でのコストという

観点からも分析することが望ましい

 受益者視点の効果検証

• 効果検証に当たって、政策の対象者だけではなく、実際に行政

サービスを受ける受益者への効果も検討するなど、広がりのあ

る効果検証を検討することが望ましい

2. 効果検証等に係る検証1. 行政事業レビューシートの点検・助言に係る検証

 事業の必要性・重要性の適切な記載

• 事業を実施する必要性・重要性を確認するため、現状・課題欄で

は、理想と現状のギャップ及びそのギャップを引き起こしている

原因について、可能な限りデータを用いて記載することを徹底

することが望ましい

 事業の論理構造の適切な記載

• 事業の進捗・効果を適切に把握・評価するため、アウトカムを適

切（段階的かつ論理的）に設定することを徹底することが望まし

い

 行政事業レビューシートに関する知識の浸透

• 行政事業レビューシートに関する執務参考資料を職員に浸透さ

せ、基礎的な知識を習得させることが望ましい

※斜体の記載は事務局案


